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稿は,オー ス トラリアにおけるエネルギー需給構造の特徴を示 し,それを支え
るエネルギー産業の現況を明らかにする。
手始めに,オー ス トラリアと日本との数量的な比較を通 じて,オー ス トラリ
アのイメージを探ってみよう。オース トラリアの人口は1,830万人,経済規模









ネルギー消費に起源を持つ二酸化炭素排出量は,82×百万 トン Cーで, 日本の









































一方,石油 (原油およびコンデンセー ト)の資源量は, 卜_記二つの資源に比
べれば,それほど大きくない。石油の埋蔵量は,世界の0.1%,可採年数も10
年を切っている。石油については,現在,既に純輸入国である。 しかし,石油
の確認埋蔵量は,1998年1月の 18億バレル (石油換算 2.6億トン)から1999
年 1月には,29億バレル(同4.3億トン)に急増 し,記録的な発見と探索が 1998
年に行われたという報告もある0。 これらは,西オース トラリア州 (以下WA
州)沖合のCarnarvon BaSin(堆積盆地)を中心とした探索活動による。確認
済みの埋蔵量は,タスマニア州 (以下TAS州)とビクトリア州 (以下VIC州)








石炭 石油 天然ガス ウラン
涯青炭 褐炭 合計














BP統計(b) 47     43     90    0.39    1.26





































Australian iBureau Ofノgヽricultural and iResource Econornics,end of 1996
BF)Vヽorld iEnergy Statistics,end of 1999
World Ellergy(:)Ouncil,end Of 1997
なった。埋蔵資源は,原油と同様にバス海峡のGippsland BasinおよびWA州
のCararvon Basin,北部準州 (以下NT州)沖合の Brose BasinやBOnaparte
Basinに位置している。近年は,後者 3地区を中心とした North‐West Shelfの









































































石炭 木材等 石油 ガス 水力 電力 太陽 ウラン 合計
6,517    222  2,458  1,272     584 2,7213,255
222  1,374  1,272
1,084
6,517 58 4  2,7251 ,171
1,084
















































































































































にはオーストラリア原子力科学技術機構 :ANSTO(Australia Nuclear Science and























の埋蔵量を誇 り,生産性 も高い油田を掘 り当てた。原油価格の変動は石油開発
に大きく影響を及ぼすものの,それ以降も比較的堅調な開発投資が進められて
いる。現在の3大1由田ナ也域は,Bass'毎峡(Gippsland Basin),North West Shelf






















5大ガス田は,① GOrgOn/Chrysar,② Breck Nock,③ S ott Reef,④ North















of Melbourne Gas and Coke Companyが設立され, さらにその6年後にメルボルンの
街にガス灯が灯った。AGA(1999)



















































































































































































































































































1974    1978    1982    1986    1990
(注) a 産業部門に非エネルギーを含む。
(資料)前掲図に同じ。
1994   1998
図 5。3 国内エネルギー需要の推移 (需要部門別)





















































1974    1978
(資料)前掲図に同じ。

























































































































































。1999年に,WA州にあるG01dfield's Gas Transmission Pipelineの62.7%
株式を2億5000万ドルでSouthern Cross Pipelines Australia社に売却
。1999年,BHP Petoroleum社およびWestcOast Energy Australia社は,
Duke Energy lnternationalに,南東豪州の東ガスパイプライン計画の開発
権を売却
。1999年2月,Australian Gas Light Co.は2000年初頭から,中央NSW州
に天然ガスパイプラインを敷設する計画を発表
。1999年5月,GPU株式会社が TransmissiOn Pipelines Austrahaの一部を
買収
上のようなニュース以外で大きなパイプライン計画は,パプアニューギアか















年  政策決定 重要な改革内容 時期および備考











ACT間で,州際 の 電 カ ネット
ワークの検討委員会を設ける
1991電力産業改革の 競争的な電力市場設立を目的とし







限分割の合意  電・送電機能分割について合意  月には発電・送電の機















































































































て直 しを図ろうとする手順 も同 じである。VIC州政府は,州内の配電会社













市場オペレーターはNEMMCO(National Electricity Market Manage‐
ment Company:全国電力市場管理会社)が担い,これが市場インフラを提供
する。この市場インフラには,統合された市場を運営する支援システムやデー
タ通信機能が含め られ る。また,国全体 の電力規制 については,NECA
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上で示 した短所は,いずれ も市場が落ち着 くまでの移行期における短期的な






本稿では,オー ス トラリアのエネルギー需給の現状 とエネルギー産業の概況
を述べてきた。日豪の比較をすれば,GDPや人口そしてエネルギー需要の規模
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